
領　　域 番号 評価の観点 4 3 2 1 4+3

1 学校は、生徒の実態を踏まえた教育目標や課題を提示し、それをわかりやすく伝えている。 34% 60% 6% 0% 94%
2 授業公開や情報公開を通じて、開かれた学校づくりに努めている。 38% 55% 6% 0% 94%
3 総合学科について、生徒や保護者の理解を得るために十分な説明を行っている。 36% 54% 10% 0% 90%
4 学習の基礎基本の習得が、学力向上に役立っている。 38% 54% 7% 0% 93%
5 確かな学力を身に付けさせるため、家庭学習の習慣化などに取り組んでいる。 29% 49% 21% 1% 78%
6 生徒の進路希望を反映した指導計画に基づいて、多様な進路希望へのきめ細かな指導を行っている。 36% 50% 13% 2% 85%
7 職業理解、進路学習など、キャリア教育が充実している。 39% 52% 8% 1% 92%
8 就職希望者に対して、面談・面接指導等を利用したきめ細かな指導を行っている。 31% 56% 11% 2% 87%
9 進学希望者に対して、課外授業や外部模試の他、入試対策としての実力養成を適切に行っている。 39% 51% 9% 1% 90%
10 保護者に対し文書等を通じて生徒指導の方針を明確に示している。 36% 51% 12% 1% 87%
11 生徒に対する基本的生活習慣の確立や規範意識を高める指導を行い、問題行動の未然防止に努めている。 37% 53% 9% 1% 90%
12 部活動は活発に行われている。 40% 48% 10% 3% 88%
13 生徒が文化祭・スポーツ大会等の学校行事に積極的に参加するよう支援している。 50% 44% 5% 1% 94%
14 生徒に対しボランティア活動の意義を理解させ、積極的な参加を促している。 43% 45% 10% 2% 88%
15 生徒の抱える様々な問題を見逃さず、適切に対応している。 25% 50% 21% 4% 76%
16 体罰・いじめ・トラブル等に対し、適切に対応している。 31% 52% 15% 3% 83%
17 生徒の健康や安全が保たれるよう、計画的に取り組んでいる。 33% 60% 7% 1% 92%
18 校舎内外の環境整備を日常的に行い、常に安全で快適な環境を確保している。 41% 53% 5% 1% 94%
19 PTAや同窓会の活動に、保護者が参加しやすいよう配慮し、支援を行っている。 37% 54% 8% 1% 91%
20 一戸高校は、地域の現状・課題を理解するために取り組んでいる。 48% 46% 7% 0% 93%
21 一戸高校の生徒は、ＳＤＧｓ視点で生活を見直し、行動するよう心掛けている。 42% 51% 6% 0% 94%

【保護者】学校評価アンケート結果について（令和４年12月実施）

　　　　　　　　　　（４：そう思う　３：どちらかといえばそう思う　２：あまり思わない　１：思わない）　

５　その他

　アンケートに御協力いただきありがとうございました。

　アンケート回収率は、85.4％でした。本評価について、「４：そう思う」と「３：どちらかといえばそう思う」を肯定的評価とし、「２：あまり思わない」と「１：思わない」を否

定的評価としてまとめました。保護者の回答では、21項目中、肯定的評価80％以上が19項目、90％以上の評価項目も13項目と昨年度より多くなりました。

　No２「授業公開や情報公開を通じて、開かれた学校づくりに努めている」が、昨年度83％から94％へ、No21「一戸高校の生徒は、ＳＤＧｓ視点で生活を見直し、行動するよう心がけ

ている」が、昨年度85％から94％へと上昇しています。コロナ禍ではありますが、文化祭等の保護者への公開や、様々な講演会や研修会を開催して地域と協働した取組が、両項目の評

価を向上させたと考えられます。

　一方、No５「確かな学力を身に付けさせるため、家庭学習の習慣化などに取り組んでいる」とNo15「生徒の抱える様々な問題を見逃さず、適切に対応している」の項目については、

昨年度と同様の傾向でありますが、肯定的評価が80％を下回った項目です。No５「確かな学力を身に付けさせるため、家庭学習の習慣化などに取り組んでいる」については、Teamsを積

極的に活用して課題を配信するなどの取組を始めましたので、経過を見守っていただければと思います。また、No15「生徒の抱える様々な問題を見逃さず、適切に対応している」につ

いては、各期毎にいじめアンケートを実施し、また日頃から教職員が連携を取り、生徒の様子を注意深く見ております。今回のアンケートで、学校の指導や対応を不十分と捉えている

保護者の方がいることを真摯に受け止め、原因を分析し、改善に向けた取組を進めていきたいと思います。

　高校生の時期は色々な悩みとともに、それを解決、克服していくことで成長につながると思われます。学校として、学級担任、教科担任、学校スクールカウンセラー等が連携をとり

ながら、生徒の支援をしていきたいと考えています。また、御家庭におかれましても、お子様との会話の機会を増やして悩みを聞くなど、お子様に寄り添っていただきたいと思いま

す。

　今回のアンケート結果と自由記述欄にいただいた御意見をもとに校務改善に取り組み、地域に開かれた魅力ある学校づくりに努めて参ります。今後とも一層の御支援、御協力をお願

いいたします。

１　教育目標について

２　学習指導について

３　進路指導について

４　生活指導について


